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トップメッセージ

株主のみなさまには、平素より格別のご高配を賜り厚く御礼
申しあげます。

さて、世界では国際紛争の長期化や為替変動、インフレなど
の影響により、事業環境が目まぐるしく変化し続けています。
一方で、急激な気候変動により、サステナビリティや温暖化対
策に対する人々の意識や関心がますます高まっています。

このような中で、当社グループは、グループ企業理念 
「  ～私たちはテクノロジーをもって、
人と社会に豊かさと快適さを提供します」を掲げ、人々が安心
して暮らせる持続可能な社会の実現に貢献することを目指して
おります。

当社グループは、「2030年の目指す姿」を定めた長期ビジョ
ンのもと、2022～2024年度の中期経営計画「TechnoAmenity 
for the future-Ⅰ」を策定し、今年度がその最終年度となります。
中期経営計画で掲げた3つの変革のうち「事業の変革」につい
ては、今年度中の目標達成が厳しい状況にありますが、ポート
フォリオ変革に向けた各施策を着実に実行しつつあります。一方、「環境対応への変革」「組織の変革」については、
目標達成に向け順調に進捗しております。

このような状況の中、今年度より経営戦略と財務戦略の見直しを行いました。経営戦略では、成長事業（エネル
ギー事業・エレクトロニクス事業・ライフサイエンス事業）へのリソース集中等により、「事業の変革」を加速させま
す。また、ROIC（投下資本利益率）による事業管理を導入することで、資本収益性の向上を図ります。財務戦略
においては、資産・資本効率性向上のため、2027年度末までに株主資本比率を60%近傍まで引き下げる目標を新
たに定め、今年度からの4年間は、配当性向100%（あるいは株主資本配当率2%のいずれか大きい金額）の配当
を実施します。さらに、政策保有株式を4年間で50%縮減すると同時に約200億円の自己株式取得を進めます。

当社グループは、現在取り組んでいる3つの変革と新たな経営戦略・財務戦略に基づき、今後とも成長事業や社
会課題の解決に貢献できる製品群に積極的に投資を行ってまいります。本誌の特集ページでは、当社製品が身の回
りの多くの物に必要不可欠な存在であることや、当社の技術開発力が社会課題の解決に貢献していることをご紹介し
ておりますので、是非ご覧ください。

株主のみなさまにおかれましては、今後とも一層のご支援を賜りますようお願い申しあげます。
2024年12月

新たな戦略をもって企業価値を向上させ、
持続可能な社会の実現に貢献してまいります。

代表取締役社長
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当社の事業内容や強み、社会に対してどのような価値を提供しているかについて、	
当社コーポレートサイトでもご紹介しています。 https://www.shokubai.co.jp/ja/ir/special/

特 集 ① こんなところに！ 日本触媒

特 集 ② 予　告気候変動問題に貢献する製品開発 「個人投資家向けIR説明会動画」配信のお知らせ
　個人投資家のみなさまを対象としたIR説明会の動画を配信
いたします。当社の経営戦略や株主還元について、経済アナ
リストの森永康平氏と当社代表取締役社長との対談形式でご
説明する予定です。
　動画は、当社コーポレートサイト「動画で知る日本触媒」ペー
ジに掲載いたしますので、ぜひご視聴ください。

　気候変動問題は私たちにとって避けることのできない重要
な課題です。既に日本においても平均気温の上昇、大雨、
台風等による被害や生態系への影響等が観測されています。
　地球温暖化の原因となるCO2などの温室効果ガス排出量
削減に向けて、水素やアンモニアは燃焼時にCO2を排出し
ないため次世代エネルギーとして注目されており、アンモニ
アは水素エネルギーの貯蔵、輸送媒体（キャリア）としても
注目されています。
　当社は、CO2を排出しない燃料である水素やアンモニア
のさらなる普及拡大に向けて、アンモニアから燃焼特性の
高い水素に変換するアンモニア分解触媒の開発および社会
実装を進めています。

当社コーポレートサイト「動画で知る日本触媒」

https://www.shokubai.co.jp/ja/
company/movie/

配信日

掲載場所

２０２５年１月中旬配信予定

高吸水性樹脂「ア
クアリック®CA」は、
紙おむつやペット
シート、保冷剤な
どに使用されてい
ます。

紙おむつ

多機能性ポリマーには、保湿
効果や抗菌効果などがあり、
化粧品原料に使用されていま
す。

化粧品
塗料用アクリル樹脂

「ユーダブル®」は、
劣化の原因となる紫外
線や水分に強く、耐候
性（天候による耐久性）
に優れています。

外壁用塗料

リチウムイオン電池用
電解質「イオネル®」は、
電池の長寿命化や充電
時間の短縮などに寄与
します。

電気自動車
エチレングリコール
は、ペットボトルや
ポリエステル繊維の
原料として使用され
ています。

ペットボトル

各種洗剤原料に「ソフタ
ノール®」が使用されてい
ます。洗浄力や浸透力に
加え、生分解性も優れて
います。

食器用洗剤・
洗濯用洗剤

光学フィルム用アクリル
樹脂「アクリビュア®」は、
テレビやスマートフォン、
タブレット端末などの液晶
ディスプレイの大型化・薄
型化に貢献しています。

液晶ディスプレイ

当社開発のアンモニア分解触媒

外部加熱により無駄なく
水素を取り出すことが
可能

一部のアンモニアを燃焼
させた燃焼熱によりアン
モニアを分解できるた
め、外部加熱が不要

外部加熱

触媒反応
アンモニア

水素、窒素

空気（酸素）

外部加熱
不要

アンモニア

水素、
窒素、水

①外部加熱型 ②オートサーマル型

触媒反応

コハク酸は、旨
味成分の食品
添加物として使
用されています。

ラーメン（食品添加物）

医薬品

医薬品の分野では、中分
子医薬品（核酸、ペプチ
ド）のGMP原薬受託製
造等を進めています。

橋　梁

コンクリート混和剤用ポリマー
「アクアロック®」は、明石海
峡大橋や東京湾アクアライン
などに使用されており、日本
のインフラを支えています。

工場・プラント

工場やプラントで当社が
開発した排水処理用触媒
が活躍しています。

株式会社日本触媒
個人投資家向けIR説明会

野田 和宏
株式会社日本触媒
代表取締役社長

森永 康平氏
経済アナリスト

日本触媒は、人と社会から必要とされる素材・ソリューションを提供しています。
紙おむつや洗剤などの生活消費財から、情報ネットワーク事業、次世代電池等のエネルギー、核酸

医薬・化粧品等のライフサイエンスまで幅広い分野に貢献しています。
私たちの暮らしを支えている当社製品、その一部をご紹介いたします。

半導体

シリカ微粒子「シーホスター®」
は、半導体材料として使用さ
れています。

https://www.shokubai.co.jp/ja/company/movie/


連結決算ダイジェスト

資産合計
522,705

流動資産
245,985

非流動資産
276,720

資産合計
544,060

非流動資産
284,381

流動資産
259,679

負債及び資本合計
522,705

負債
131,947

資本
390,758

負債及び資本合計
544,060

資本
392,562

負債
151,498

財務活動による
キャッシュ・フロー
△ 14,342

投資活動による
キャッシュ・フロー

△ 7,601

営業活動による
キャッシュ・フロー

22,979

現金及び
現金同等物

に係る
換算差額

△ 1,148

現金及び現金
同等物の
期首残高
55,129

現金及び現金
同等物の

中間期末残高
55,017

前　期
（2024年3月31日現在）

当中間期
（2024年4月1日から2024年９月30日まで）

当中間期
（2024年9月30日現在）

前　期
（2024年3月31日現在）

当中間期
（2024年9月30日現在）

連結財政状態計算書 連結キャッシュ・フロー計算書 （百万円）（百万円）

売上収益 営業利益 親会社の所有者に帰属する
中間（当期）利益 配当金推移※

2,069億円

前年同期比 6.5%増 

105億円

前年同期比 4.5%増 

89億円

前年同期比 30.1%増 
54.0円／株

原料価格上昇による在庫評価差額の影響や減価償却費の
減少、アクリル酸・アクリル酸エステルの生産・販売数量
の増加などの増益要因があったものの、高吸水性樹脂な
どのスプレッド縮小により減益

マテリア ル ズ 事 業

スペシャリティケミカルズ、エレクトロニクス材料などのソリューションズ製品およびアクリル酸・アクリル酸エステルの
生産・販売数量の増加などにより増収

売 上
収 益

営 業
利 益 販売費および一般管理費が増加したものの、円安による

売価上昇などに伴うスプレッド拡大、スペシャリティケミカ
ルズやエレクトロニクス材料の生産・販売数量の増加など
により増益

ソリューションズ事業

決算のポイント

第111期

4,196

2,197

第112期

3,920

1,943

第111期

235

173

第112期

166

100

第111期

194

141

第112期

110

69

第111期

45.0

22.5

第112期

45.0

22.5

3.0

5.5

第113期

4,150
（予想）

2,069

第113期

200
（予想）

105

第113期

165
（予想）

89

第113期

108.0
（予想）

54.0

4.7
（年換算数値）

通期 中間期 （億円） 通期 中間期 （億円） 通期 中間期 （億円） 期末 中間 （円／株）
ROE（親会社所有者帰属持分中間（当期）利益率）（%）

詳細は当社コーポレートサイトにて決算短信・決算説明会情報をご覧ください。

https://www.shokubai.co.jp/ja/ir/

20億円
（前年同期比 108.2%増）

20.2%

ソリューションズ事業

574億円
（前年同期比 10.6%増）

27.7%

ソリューションズ事業

81億円
（前年同期比 2.5%減）

79.8%

マテリアルズ事業

1,495億円
（前年同期比 5.0%増）

72.3%

マテリアルズ事業
第113期 中間期
売上収益構成

第113期 中間期
営業利益構成※

※調整額3億円（セグメント間取引消去、各セグメントに配分していない全社損益）を除く。

※2024年4月1日付で普通株式1株につき4株の割合で株式分割を行っております。第112期以前の数値につきましては、当該株式分割後の数値に換算して記載しております。



会社・株式情報

会社の概要 株式の状況

大株主（上位10名）

株　主　名 持株数（千株） 持株比率（%）
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 16,722 10.99
ENEOSホールディングス株式会社 8,516 5.59
NORTHERN TRUST CO. （AVFC） RE SILCHESTER INTERNATIONAL 
INVESTORS INTERNATIONAL VALUE EQUITY TRUST 7,897 5.19

住友化学株式会社 7,878 5.17
株式会社日本カストディ銀行（信託口） 7,090 4.66
株式会社りそな銀行 5,493 3.61
三洋化成工業株式会社 5,070 3.33
NORTHERN TRUST CO. （AVFC） RE U.S. 
TAX EXEMPTED PENSION FUNDS 3,806 2.50

株式会社みずほ銀行 3,795 2.49
artience株式会社 3,618 2.37

※1　当社が当中間期末において保有している自己株式3,860千株については、上記の表中から除いております。
※2　持株比率については、自己株式数を控除して算出しております。
※3　持株数および持株比率については、表示単位未満を切り捨てております。

所有者別分布状況

（2024年9月30日現在）（2024年９月30日現在）

株主メモ

事 業 年 度 4月1日から翌年3月31日まで
期末配当金受領株主確定日 3月31日
中間配当金受領株主確定日 9月30日
定 時 株 主 総 会 毎年6月
単 元 株 式 数 100株
株 主 名 簿 管 理 人
特別口座の口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

同 連 絡 先 三菱UFJ信託銀行株式会社 大阪証券代行部
〒541-8502 大阪市中央区伏見町三丁目6番3号
電話 0120-094-777（通話料無料）

上 場 証 券 取 引 所 東京証券取引所（プライム市場）
公 告 方 法 電子公告

ただし、事故その他やむを得ない事由により電子公告による
公告ができない場合は、日本経済新聞に掲載して行います。
なお、電子公告は当社コーポレートサイトに掲載して行います。

【お知らせ】
1．�株主様の住所変更、買取請求、配当金の口座振込のご指定その他各種お手続きにつきまし

ては、原則、口座を開設されている口座管理機関（証券会社など）で承ることとなっており
ます。口座を開設されている証券会社などにお問い合わせください。株主名簿管理人（三
菱UFJ信託銀行）ではお取り扱いできませんのでご注意ください。

2．�特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、上記特別口座の口座管
理機関（三菱UFJ信託銀行）にお問い合わせください。なお、三菱ＵＦＪ信託銀行全国本支
店でもお取次ぎいたします。

3．�未受領の配当金のお支払いにつきましては、引き続き三菱ＵＦＪ信託銀行の全国本支店でお
支払いいたします。

※自己株式は、「個人・その他」に含まれております。

金融機関 27.4%
金融商品取引業者 2.8%
その他の法人 26.9%
外国法人等 28.6%
個人・その他 14.3%

役員 （2024年9月30日現在）

代表取締役社長 社長執行役員 野 田 和 宏
取締役常務執行役員 高 木 邦 明
取締役常務執行役員 渡 部 将 博
取締役常務執行役員 住 田 康 隆
取締役常務執行役員 松 本 行 弘
取締役（社外） 瀨 戸 口 　 哲 　 夫
取締役（社外） 櫻 井 美 幸
取締役（社外） 池 　 田 　 安 希 子
監査役 小 林 髙 史
監査役 和 田 輝 久
監査役（社外） 髙 橋 　 司
監査役（社外） 村 井 一 雅
常務執行役員 梶 井 克 規
執行役員 肱 黒 修 樹
執行役員 岡 　 義 久
執行役員 金 井 田 　 健 　 太
執行役員 佐 久 間 　 和 　 宏
執行役員 片 岡 伸 也
執行役員 横 井 時 浩
執行役員 薦 　 田 　 健 二 郎
執行役員 原 田 　 茂
執行役員 澤 田 富 幸

発 行 可 能 株 式 総 数 普通株式 508,800,000株
発 行 済 株 式 の 総 数 普通株式 156,000,000株
株 主 数 20,920名

商 号 株式会社日本触媒

（ 英 文 表 示 ） NIPPON SHOKUBAI CO., LTD.

設 立 年 月 日 1941年８月21日

資 本 金 25,038百万円

従 業 員 数 4,681名（連結）/ 2,555名（単独）
事 業 所

大 阪 本 社 〒541-0043
大阪府大阪市中央区高麗橋4-1-1（興銀ビル）
電話 （06）6223-9111（総務部）

東 京 本 社 〒100-0011
東京都千代田区内幸町1-2-2（日比谷ダイビル）
電話 （03）3506-7475（東京総務部）

その他の事業所 川崎製造所（千鳥工場・浮島工場）、姫路製造所、
姫路地区研究所、吹田地区研究所

本営業のご報告中、注記しているものを除き、記載金額および比率は表示単位未満
を四捨五入しております。

当社コーポレートサイトのご案内

最新ニュースリリースや中期経営計
画、決算情報等様々な情報を掲載し
ております。
どうぞご活用ください。
https://www.shokubai.co.jp/




